
様式１（小・中）

【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和２年度学校評価 計画

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容 成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●全職員による共通理解と共通実践 ●学力向上対策評価シートに示したマ
イプランの成果指標を達成した教師８
０％以上にする。

・教職員間でマイプランを共有するととも
に、校内研修等により取組の促進を図
る。 Ａ

・学力向上対策評価シートに示したマイプランの
成果指標を達成した教師が１００％であった。
必読図書３０冊を１、２年生は１００％読み終える
ことができた。

Ａ
・数値目標を提示すると実践しやすいと感じ
る。
・読書達成率１００％ですばらしい。

学び部
学力向上コーディネーター
研究主任

○基礎的・基本的学習内容の定着 ○海青中校区各学年の家庭学習目標
時間の達成率を９０％以上。
○家庭学習提出率を９０％以上。
○学習用具の準備率を９０％以上。

・家庭学習を工夫し、授業に生かした
り、個別指導に生かしたりする。
・学校だより、学級だより、保護者会など
で呼びかけ、家庭との連携を緊密にす
る。

Ａ

・１月のよい子のくらし点検と学びの構えアンケー
トの結果では、海青中校区各学年の家庭学習目
標時間の達成率９０％、家庭学習提出率９８％、
学習用具の準備率８６％である。
自己評価の結果であるので、意識が高まり、厳し
く考えてアンケートに応える児童が増えている。

Ａ

・学習用具準備率８９％達成、学校と家庭の
連携ができていると思われる。
・アンケート結果から教職員の細やかな指導
が子どもたちに伝わり、子どもの意欲につな
がっていると感じた。

学び部
学力向上コーディネーター
研究主任

●児童生徒が、自他の生命を尊重する
心、他者への思いやりや社会性、倫理
観や正義感、感動する心など、豊かな心
を身に付ける教育活動

○全児童が、「○○名人」に１回はなる
ようにする。
○相手を尊重する呼称（さん、くん）をつ
けることのできる児童を９０％以上にす
る。
○進んで挨拶ができる児童を９０％以上
にする。

・内発的動機付けのできる児童の育成
を心掛け、意識をして指導をしていく。
・生活のめあてに準じて、月ごとに○○
名人の認定証を渡し、動機付けを行う。
・学校だよりや保護者会などで呼びか
け、家庭との連携を図る。
・帰りの会等に友だちの良さを見つけさ
せる等認め合う場を設ける。

Ａ

・○○名人は全校児童が達成できた。低学年が
名人の賞状を楽しみにめあてを達成できるように
しており、めあてを守る道義付けになっていた。
・学校内においては、「さん」「くん」を付けるように
心がけている児童が多い。しかし、私的な場合で
は、呼称なしやあだなで呼ぶ場合があり、さらに
「さん」づけで呼ぶことを徹底させていく必要があ
る。
・児童は、自分ではあいさつができていると感じて
いる。また、地域でのあいさつも増えた。しかし、
集団登校時や個人でいる時のあいさつには個人
差があり、今後の課題である。

Ａ

・○○名人と認めてもらうことで子どもたちの
満足感が高まるだろうし、自己肯定感が高く
なると思う。この取組を是非続けてほしい。続
けることで子どもたちもいきいき落ち着いた生
活ができていると感じた。

豊か部

●いじめの早期発見、早期対応体制の
充実

○Ｑ－Ｕテストで「学級生活満足群」の
割合を６０％以上にする。
○いじめ未解決件数を０件にする。

・心のアンケートを各学期に１回実施し、
状況把握に努める。
・実践的な教職員の校内研修を1回以上
実施する。
・Ｑ－Ｕの結果を基に、ＳＣや専門機関
等と協力しながら良好な対人関係を築
く。

Ａ

・心のアンケートは学期１回以上実施し、児童の実態を
把握するとともに、児童の指導に役立てることができ
た。
・今年度２回目のＱ-Ｕテストでは、「学級生活満足群」
の割合は、８２．６％であった。１回目から２０ポイント上
昇した。学校全体で良好な対人関係が築きつつある。
・いじめの覚知・認知事案が１件起きたが、加害者・被
害者ともに丁寧に話を聞き取り、指導を行うことで解決
に向かっている。

Ａ

・いじめは絶対にあってはいけない。これまで
の取組を継続してほしい。

生徒指導主任

○人権教育の推進 ○人権・同和教育の授業実践に関する
職員研修や授業研究会を行い、各教
科、道徳、特別活動などと関連させなが
ら、「心を耕す」取組へと広げていく。
○児童へのアンケートを実施し、「友達
に思いやりの気持ちをもってやさしく接し
ている」という設問で児童の回答を
3.3/4.0ポイントを上回るようにする。

・道徳の時間を要とし、各教科、特別活
動など教育課程全般で道徳教育の推進
と教員間の理解を図りながら、思いやり
の心を育てる指導を行っていく。

Ａ

○道徳や人権・同和教育の授業実践や授業研究
会、研修会を行い、教育活動全体で取り組むこと
により、道徳的心情や実践力を高めることができ
た。
・「友達に思いやりの気持ちをもってやさしく接して
いる」設問での児童の回答は3.6/4.0ポイントであ
り、９０％以上の児童が肯定的な回答を行った。

Ａ

・子ども一人一人にあった取組、工夫をしてお
り、安心して生活が送れているように思う。

人権・同和教育主任
研究主任
道徳教育推進教員

◎志を高める教育 ◎児童にアンケートを実施し、「自分の
目標に向かって進んで取り組むことがで
きた」と回答する児童を3.3/4,0ポイント
以上にする。
◎児童にアンケートを実施し、「掃除や
給食当番、係活動を自分から進んで取
り組んでいる」と回答する児童を3.3/4,0
ポイント以上にする。

・児童に達成可能な目標を立てさせ、目
標達成に向け活動できるよう指導や支
援を行うようにする。
・掃除や給食当番、係活動に責任をも
ち、友達と協力して活動させ、やり遂げ
たことを発表する場や認め合う活動を設
定し、自己有用感や自己肯定感をもた
せる。

Ａ

・様々な行事の前に、児童一人一人に目標を立
てさせ、目標をもって取り組ませるようにした。実
施後は、振り返りを行い、評価をすることで自己
有用感や自己肯定感を高めることができた。
・「掃除や給食当番、係活動を自分から進んで取
り組んでいる」という設問での児童の回答は
3.5/4.0ポイントだった。少しずつ自己有用感や自
己肯定感がついてきている。

Ａ

・様々なことに児童が目標をもって取り組んで
いることがすばらしい。
・児童一人一人が意欲をもっておりやる気十
分である。 教務主任

●「望ましい食習慣と食の自己管理能
力の育成」

●「健康に食は大切である」と考える児
童を９０％以上にする。

・給食の時間を中心に、教育活動全体
で食に関する指導を実践していく。
・学校栄養職員と連携を図り、食の大切
さを児童に理解させていく。 Ａ

・給食の時間を中心に、学級活動や体育（保健分
野）、家庭等の授業で食に関する指導を行うこと
ができた。
・朝食喫食率は９０％以上であり、「健康に食は大
切である」と考える児童は９５％であった。

Ａ

・食育が進んでいる。朝食摂取率が９０％以
上は高く、健康には食が大切と感じる児童が
多いことはすばらしいことだと感じる。

養護教諭
たくまし部

○「運動習慣の改善や定着化」
○「望ましい食習慣と食の自己管理能
力の育成」

〇スポーツチャレンジの学年の取組率を
100％にする。
〇「週に３回以上外遊びをする」という児
童を９０％以上にする。
〇朝食の摂取率を９０％以上にする。

・スポーツチャレンジの記録を毎回更新
しようとする意欲を継続するために、記
録を掲示したり学級だよりで広報したり
する。
・教員や委員会からの広報により外遊び
を奨励したり、外遊びをよくしている学年
を称賛したりして、児童の意識を高めて
いく。
・朝食を摂るよさを児童に理解をさせる
とともに、学校だより、給食だより、保健
だより等で、保護者を啓発していく。

Ａ

○スポーツチャレンジに全学年取り組むことがで
きた。どの学年も熱心に取り組み、ブロンズ賞、シ
ルバー賞、ゴールド賞、奨励賞をもらうことができ
た。縦割り班での取り組みもでき、学校全体の取
り組み回数が多かったということで、エントリー賞
を受賞できた。
○スポーツ委員会からの呼びかけもあり、多くの
子が外遊びをしていた。アンケートの結果、週３回
以上外遊びをした子が９０％以上になっていた。
○朝食の摂取率は９９．８％と目標を達成できた。
毎日記入している生活健康チェックにも朝食の項
目があり、意識づけになっていた。

Ａ

・朝食摂取率が９９．８％はたいへん高いと感
じる。今後とも指導を継続してほしい。
・

教務主任
たくまし部

●業務効率化の推進と時間外勤務時間
の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校
等時間の上限を遵守する。

・定時退勤日を設定し、職員に積極的に
周知することで、１週間に１日の定時退
勤を徹底する。

Ａ
・時間外在校時間の縮減の呼びかけを徹底した
り、定時退勤日の徹底を図ったところ、時間外在
校時間の上限を超える者がほぼいなくなった。 Ａ

・職員の定時退勤日については、これからも
進めてもらいたい。 管理職

○勤務時間の適正化 ○会議や事務の効率化を図り、教職員
が児童に向き合う時間を確保する。
○定時退勤日の周知を徹底し、実施率
を９０％以上にする。

・会議時間の設定や資料の事前配布等
を確実に行う。また、３部会を機能させ、
組織が業務に向かうような体制づくりに
努める。
・週１回の定時退勤日の徹底と出退勤シ
ステムの活用により、ワークライフバラン
スを整える。

Ａ

・「自分の働き方を変えていく」という意識を持
ち、児童と向き合う時間を増やせるよう努力し
ているという設問では3.4/4.0ポイントであり、
児童に向き合う時間を確保できていると考え
る職員が多い。
・定時退勤日の実施率は、９０％を超えてお
り、ほぼ毎回実施することができた。

Ａ

・コロナ禍によって行事が縮小されたが、行事
の見直し、働き方にも関わり、これからも縮小
すべきところは縮小していくべきだと感じる。

管理職

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容 成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○開かれた学校づくり

○家庭や地域との連携 ○学校だよりを月１回以上発行し、学校
ホームページ、はなまる掲示板の更新を
月１回以上行い、学校教育の情報を公
開する。

・学校だよりの発行、学校ホームページ
やはなまる掲示板の更新を月１回以上
行い、学校教育の情報を多方面に発信
する。

Ａ
・学校だよりを地域の全世帯に配付を継続し
て行い、学校の情報を発信することができた。

Ａ
・学校だよりを全世帯に配付してもらうことで、
学校の児童の様子や行事ことを知ることがで
きた。

校長
教頭
教務主任

○特別支援教育の推進

○特別支援教育の充実 ○月に１回以上は特別支援委員会等を
開催し、教員間で情報共有を行い、特別
支援教育の充実に努める。

・子どもたちが安定した学校生活を送れ
るように、一人一人が主人公の学校づく
りに努め、常に児童に寄り添った指導を
心がける。

Ａ
・特別支援委員会の参加対象者を多くするこ
とで情報共有が確実にできた。気になる子研
での情報共有もよくできた。 Ａ

・子どものパーソナリティを尊重し、子ども主体
の生活ができる教育を提供してもらいたい。 特別支援コーディネーター

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●健康・体つくり

主な担当者
中間評価 最終評価 学校関係者評価

●心の教育

学校名 唐津市立名護屋小学校

４　重点取組内容・成果指標

●学力の向上

重点取組
具体的取組

５　総合評価・

　　次年度への展望

学校教育目標「共に、学び合う、支え合う、高め合う仲間」の具現化に向けて、学び部・豊か部・たくまし部の３部会を中心に、本年度の重点目標達成のために取り組んできた。
（１）学校経営の充実……すべての項目が最終評価においてＡ評価となった。
（２）確かな学力の定着……海青中校区各学年の家庭学習目標時間の達成率９０％、家庭学習提出率９８％、学習用具の準備率８６％であった。様々な調査でも全国平均や県平均を上回っており、着実に学力がついているもんと思われる。来年度も今年度と同様、めあてを設定し継続した指導を行っていく。
（３）豊かな心の育成……月の生活のめあてを児童に意識させ、月ごとに○○名人の認定証を渡して、動機付けを行ったことで、全員が〇〇名人になることができた。「○○名人」の取組を今後も継続して行い、さらに児童の意欲付けとなるような取組を考えていくことや、全校的に友達の良さを認め合うような取組を計画的に仕組んでいくことが必要であ
る。
（４）特別支援教育の充実……特別支援委員会の参加対象者を多くすることで情報共有が確実にできた。気になる子研での情報共有もよくできた。今後も継続して取り組んでいきたい。
（５）健康・安全教育の充実……スポーツチャレンジは、どの学年も積極的に取り組んだ。どの学年も熱心に取り組み、ブロンズ賞、シルバー賞、ゴールド賞、奨励賞をもらうことができた。縦割り班での取り組みもでき、学校全体の取り組み回数が多かったということで、エントリー賞を受賞できた。どの学年も記録に挑戦する姿が望ましい学級づくりにつな
がっていた。さらに継続して取り組むことができれば、児童の体力向上だけでなく、好ましい人間関係が築かれ学級づくりに寄与すると思われる。
（６）生徒指導の充実……児童は、自分ではあいさつができていると感じており、地域でのあいさつも増えてきた。しかし、集団登校時や個人でいる時のあいさつには個人差がある。言葉遣いについても、丁寧な言葉遣いができるようになってきたが、個人差がある。今後も、地域や保護者の方々に協力をお願いしながら継続して指導を行っていく。
（７）家庭や地域との連携……学校だよりの発行、学校ホームページやはなまる掲示板の更新は、月1回以上行うことができた。年度の途中からは、学校だよりを校区の方々全戸に配付し、情報を多方面に発信することができた。この取組を継続して行い、家庭や地域と密な連携をしていきたい。

来年度も、今年度の取組を継続し、学校教育目標「共に、学び合う、支え合う、高め合う仲間」の育成に徹底して取り組んでいきたい。

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

主な担当者重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　　評価結果の概要

〇「道徳教育の実践」…　・講師を招聘して、人権・同和教育の授業実践に関する職員研修や年間６回の授業研究会を行った。全教員が「考え、議論する道徳」の授業実践を行い、授業研究会を実施することで、教員間での共通理解を図ることができた。

○「認め合う取組　〇〇名人」…　毎月の生活のめあてを児童に意識させ、月ごとに○○名人の認定証を渡して、動機付けを行ったことで、ほぼ全員〇〇名人になることができた。

〇「スポーツチャレンジ」…スポーツチャレンジは、どの学年も積極的に取り組み、記録に挑戦する姿が望ましい学級づくりにつながっていた。

前年度に引き続き、今年度も、家庭や地域との連携をさらに密にし、子供が内発的動機付けのできる授業づくりや生活指導・健康指導をすることで、「自分から学び、仲間と協力し、共に高め合う子供」の育成を徹底して取り組んでいきたい。

２　学校教育目標 「共に、学び合い、支え合い、高め合う仲間」

３　本年度の重点目標
（１）学級経営の充実　　　　　　（２）確かな学力の定着　　　　　（３）豊かな心の育成　　　　　（４）特別支援教育の充実

（５）健康・安全教育の充実　　　（６）生徒指導の充実　　　　　　（７）家庭や地域との連携


